
経済産業省の「サイバーセキュリティ経営ガイドライン Ver 2.0」は、ITを活用するほぼすべての企業経営が取り組むべきサイバーセキュリティ
の指針を実行ベースでまとめたものです。ガイドラインでは、企業のビジネスと収益性向上に不可欠な ITの利活用を脅かすサイバー攻撃のリス
クと戦うために、経営者とセキュリティ対策の責任者が認識し、実行すべき 10 の項目が提示されています。WideAngle は、これらの 10 項目
を企業が実践するために必要なサービス、ソリューションを網羅し、企業のサイバーセキュリティ経営への取り組みを強力に支援していきます。

WideAngleを活用したセキュリティ対策

プロフェッショナルサービス（PS） マネージドセキュリティサービス（MSS） オペレーション

サイバーセキュリティ経営の
重要 10項目

項目 1 方針策定
サイバーセキュリティリスクの認識、
組織全体での対応方針の策定

項目 2 管理体制
サイバーセキュリティリスク
管理体制の構築

項目 3 資源確保
サイバーセキュリティ対策のための
資源（予算、人材等）確保

項目 4 計画策定
サイバーセキュリティリスクの把握
とリスク対応に関する計画の策定

項目 5 仕組構築

サイバーセキュリティリスクに
対応するための仕組みの構築

項目 6 運用
サイバーセキュリティ対策における
PDCAサイクルの実施

項目 7 緊急体制
インシデント発生時の
緊急対応体制の整備

項目 8 復旧体制
インシデントによる
被害に備えた復旧体制の整備

項目 9 状況把握
ビジネスパートナーや委託先等を
含めたサプライチェーン全体の
対策及び状況把握

項目 10 情報共有
情報共有活動への参加を通じた
攻撃情報の入手とその有効活用
及び提供

随時もしくは定期的に
ご利用いただけるサービス

継続して
ご利用いただくサービス／オペレーション
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インテリジェンス導入支援 アドバイザリーサポート
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